
学校番号 ２０９ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語表現 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 「国語表現 改訂版」 （教育出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想

像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重し

てその向上を図る態度を育てましょう。  

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

１．ことばについての知識や理解を深め、場面に応じて適切な表現ができる力を育成する。 

２．適切な情報を利用し、論理的な思考を形成する力を養成する。 

３．自分の意見を明確に述べるとともに、他者の意見をも尊重する姿勢を培う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、積

極的に自分の言

葉で表現し、他

者を理解しよう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取り、話し合っ

たりして、豊か

な表現力を身に

つけている。 

相手や目的、意

図に応じて効果

的な表現方法を

工夫して文章を

書いている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字、文学

史などについ

て理解し、知識

を身に付けて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定

にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d e 

１
学
期 

他
己
紹
介 

・他人を理解するため

に効果的なインタビュ

ーを考える。 

・原稿用紙の正しい使

い方について習得す

る。 

・完成した原稿を互い

に読んで、他者に映る

自己について考察す

る。 

○ ◎    

a:インタビューによって他者

を理解しようとしている。 

b:他者理解のために効果的な

聞き方を考えている。 

 

ａ，ｂ： 

行動の観察と確

認 

インタビュー原

稿 

面
接
練
習 

・自己分析をとおして

自分を理解し、自己ア

ピールを作成する。 

・実際の面接の場面を

想定し、伝わる話し方

について理解して、面

接における心構えと技

術を習得する。 

・模擬面接をとおして、

面接の基本事項を学

び、実践力を身につけ

る。 

○ ◎   ○ 

a:自分の言葉で積極的に伝え

ようとしている。 

b:面接において適切な言葉遣

いで、相手に伝わる話し方を

考えている。 

e:正しい敬語を身につけてい

る。 

ａ，ｂ，ｅ: 

行動の観察及

び模擬面接で

の点検 

 

意
見
文 

・新聞記事を切り抜き、

現代的な問題につい

て考察を深める。 

・一つの課題に対しマ

ッピングメモを作り、発

想を広げ、段落、構成

を考えて、意見文を書

く。 

・それぞれの意見文に

対して、批評し合う。 

○  ◎   

a:現代的な問題に関心を持ち、

文章の形態や文体、語句など

に合った適切な表現の仕方

で書こうとしている。 

c:文章の形態や文体、語句など

に合った適切な表現の仕方

で書いている。 

 

ａ，ｃ，ｄ： 

行動の観察及

び記述の点検と

確認 

２
学
期 

デ
ィ
ベ
ー
ト 

・ディベートの流れとき

まりについて確認し、

論題についての調査

から立案までの方法を

学ぶ。 

・実際の流れにそっ

て、ディベートにおける

ことばの用い方や発言

の技術を学び、ディベ

ートを実践する。 

・現代的な問題には多

様な考え方があること

を知り、他者への理解

を深める。 

○ ◎   ○ 

a:相手の考えを踏まえて自分

の考えを説明したり、考えを

相対化したりして話し合お

うとしている。  

b:相手の考えを踏まえて自分

の考えを説明したり、考えを

相対化したりして話し合っ

ている。  

e:話すこと・聞くことに必要

な、文章の形態や文体の違い

による特色について理解し

ている。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察と確

認及び分析 



小
論
文 

・以前行ったディベート

をもとに、防衛力と説

得力のある論理展開

の仕方を学ぶ。 

・ 文章執筆のための

設計図としての 「構成

ノート」を理解し、実際

に作成してみることで

小論文執筆の準備の

仕方を学ぶ。 

・文章を推敲するとき

の観点を具体的に学

び、他者に理解されや

すい文章の書き方を

学ぶ。 

○  ◎  ○ 

a:他人に理解されやすい文章

を書くために、問題の考察、

推敲を深めようとしている。 

c:小論文の構成について理解

し、論理的な文章が書けてい

る。 

e:書くことに必要な、文章の形

態や文体の違いによる特色

について理解している。 

ａ，ｃ，ｅ: 

行動の観察及

び記述の点検 

 

創
作 

・小説を読み、その登

場人物や舞台設定な

どを元に、サイドストー

リーを考えさせる。 

・互いの作品を読み合

い、それぞれの優れた

点を味わう。 

 

○  ◎  ○ 

a:物事の様子や場面などを、読

み手が言葉を通してありあ

りと想像できるよう描こう

としている。 

c:物事の様子や場面などを、読

み手が言葉を通してありあ

りと想像できるよう描いて

いる。 

e:書くことに必要な、文の組立

てについて理解している。 

ａ、c、ｄ、ｅ： 

記述の点検と確

認及び分析 

３
学
期 

卒
業
ス
ピ
ー
チ 

・１年間の学習の集大

成として、一人ひとりが

３年間を振り返り、「一

番○○なもの」というテ

ーマで発表する 
○ ◎   ○ 

a:話す内容について幅広く資

料などに当たって調べ、表現

方法を工夫して伝えようと

している。 

b:話す内容について幅広く資

料などに当たって調べ、表現

方法を工夫して伝えている。 

e:話すことに必要な文章の形

態や文体の違いによる特色

について理解している。 

a,b,e:行動の観

察及び発表の

確認 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


